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（1） 
 

猛
威
を
振
る
う
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響

発
声
教
室
は
半
分
以

上
が
休
講
と
い
う
私

苦

し
い
年

間
も
昨
年

に
引
き
続
き
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
訓
練
も
実

施
し
て
何
と
か
活
動
を
行

コ
ロ
ナ
禍
で
も
会
員
の
皆
様
の

ご

の
御
尽
力
に
よ
り
定
期

の

発
表
会
と

大
切
な
行
事
が

開
催
さ
れ
た
こ

と
に
深
謝
申
し

上
げ
る
次
第
で

 今
年
度
も
引

き
続
き
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
を
施

例
年

通
り
の
活
動
を
行

方
針
で

具
体
的
に
は

6

月

11

日
の
定

期
総
会
・
声
の
祭

カ
ラ
オ
ケ
大

本
年
は
信

濃
町
の
東
医
健
保
会
館
で
行

全

国
発
声
大
会
は
11
月
19
日
に
開
催
し
ま

家
族
座
談
会
＆

発
表
会
は

明
年
2
月
18
日
に
開
催

広
報
活
動
の
一
環

昨
年
度

は
日
本
理
学
療
法
士
協
会
様
よ
り
助
成
を

い
た
だ
き
紹
介

を
作
成

主

医
療
機
関
や
看
護
学
校
な
ど
に

配
付
し
て
多
く
の
患
者
様
へ
の
ご
紹
介
に

役
立
て
下

今
年
度
は
正
力

厚
生
会
よ
り
助
成

動
画
な

ど
を
作
成
しYouT

ube

な
ど
で
広
報
活
動

に
一
層
の
力
を
入
れ
て
参

 

銀
鈴
会
の
使
命

声
を
失

喉
頭

摘
出
者
の
方
々
に

に
必
要
な

を
身

に
付

社
会
復
帰
を
し
て
も
ら
う
ま

で
の
お
手
伝
い
を
す
る
団
体

一
人

で
も
多
く
の
人
が
声
を
取
り
戻

社
会

復
帰
で
き
る
よ
う
に
本
年
度
も
発
声
訓
練

士
一
同
頑
張

参

今
後
と
も

会
員
の
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力

の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上

 

東
京
都
港
区
の
東
京
都
障
害
者
福
祉
会

館
に
て
開
催
さ
れ
た

発
表
会
は

山
後
監
事
の
司
会
に
よ
り

ご
来
賓
の
皆

様
の
ご
祝
辞
を
賜

後
に
行
わ
れ
ま
し

た

 発
表
者
は

初
心
Ａ

Ｂ
ク
ラ
ス
及
び

初
級
ク
ラ
ス
の
各
２
名
の
計
６
名

発
表
者
は
ク
ラ
ス
毎
の
練
習
教
材
に
よ
り

日
頃
の
練
習
成
果
を
披
露

会
場
か
ら

大
き
な
拍
手
が
送

 

 

初
心
Ａ 

桜
庭 

 
 

優
子 

初
心
Ｂ 

坪
井 

 

光
仁 

初
級 

 

石
坂 

 

友
彦 

 

発
表
さ
れ
た
皆
さ
ま
本
当
に
ご
苦
労
様

コ
ロ
ナ
禍
の
非
常
に
困
難
な
環

境
下
で
の
練
習
に

の
よ
う
な
発
声
の

成
果
に
素
直
に
喜

び
た
い
と
思
い
ま

 

今
回
の
発
表
会
で
特
徴
的

発
声
時
の
ノ
イ
ズ
が
比
較
的
少
な
く
聞
き

や
す
い
発
声

思

疲

れ
さ
ま
で
し
た

 

発
表
会
に
引
き
続
き

声
の

大
会

の
協

賛
で
開
催

 

東
日
本

か
ら
１９
名
の
出
場
者

が
３
分
間
の

を
披
露
し
ま
し
た

喉
摘
者
と
思
え
な
い
ほ
ど
の
素
晴
ら
し
い

発
表
で

 

 

第
1
位 

磯 
   

房
世   

埼
玉
銀
鈴
会 

第
2
位 

木
村 

 

秀
明   

埼
玉
銀
鈴
会 

第
3
位 

林 
   

宏
一   

銀
鈴
会 

第
4
位 

佐
野 

 

雅
次   

銀
鈴
会 

第
5
位 

齋
藤 

 

憲
治   

群
鈴
会 

第
6
位 

砥
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美
根
子 

銀
鈴
会 

第
7
位 

久
保
田 

博
久   

銀
鈴
会 

第
8
位 

佐
藤 

 

英
光 

 

銀
鈴
会 

第
9
位 

百
瀬 

 

秀
夫 

 

銀
鈴
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第
10
位 

伊
藤 

 

孝
子 

 

銀
鈴
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銀
鈴
会
所
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村
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永
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１位；磯 房世さん 

水
谷 

 
 

桂
子 

 

出
場
し
た
皆
さ
ま
は
如
何
に
良
い
発
声

を
し
よ
う
と
し
て
い
る
熱
意
が
あ
り
あ
り

と
伝

る
頭
頸
部
専
門
の
先
生
方

発

表
を
通

発
声
に
上
手

下

手
に
分
か
れ
る
か
を
内
視
鏡
な
ど
の
画
像

を
駆
使
し
て
科
学
的
評
価
の
分
析
に
繋
げ

て
ほ
し
い
と
思

出
場
さ
れ
た
皆

さ
ん
に
は
今
後
益
々
発
声
力
の
向
上
に
期

待

改
め
て
出
場
者
の
日

頃
の
努
力
に
感
謝
申
し
上

 

障
害
者
福
祉
関
係
知
事
賞
受
賞 

 

常
務
理
事 

齋
藤 

康
夫 

氏 

令
和
３
年
12

第
一
本
庁
舎

に
於

令
和
３
年
度 

障
害
者
福
祉
関
係

の
授
賞
式
が
開
催

銀
鈴
会
よ
り
齋
藤 

康
夫
氏
が
東
京
都
福

祉
保
健
局
よ
り
表
彰

 

齋
藤
氏

平
成
17
年
９
月
か
ら
訓
練

士
と
し
て
活
動

喉
頭
摘
出
者

へ
の
発
声
指
導

16の
受
け
持
ち
患

者
は
す
べ
て
音

声
を
回
復
し
社

会
復
帰
を
果
た

し
て
お
り

ま
た

指
導
を
遂
行

銀
鈴
会

の
常
務
理
事
と
し
て
会
の

に

尽
力
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た

 

現
在

小
笠
原
村
の
父
島
と
い
う
遠
隔

離
島
に
在
住
の
大
田

入
会
時
よ

り
毎
週
土
曜
日
の
発
声
教
室
に
父
島
か
ら

オ
ン
ラ
ン
で
参
加

オ
ン
ラ
ン
で
昇
級

試
験
を
受
験

現
在
中
級
ク
ラ
ス
で
訓

練
を
受
け
て
お
り

 

◆
オ
ン
ラ
ン
体
験
談 

オ
ン
ラ
イ
ン

講
習
へ
の

は

で
参
加
し
ま
し
た
が

ス
マ
ホ
で
は

画
面
が
小
さ
い
た
め
操
作
性
が
悪

接

続
す
る
ま
で
に
苦
労
し

先
生
か

ら
ご
指
導
を
受
け
る
時
は
や
は
り
画
面
は

大
き
い
方
が
良
い
と
思

私
は
も

と
も
と
Ｐ
Ｃ
を
持

カ
メ

ラ
が
付

後
付
け

で
Ｗ
Ｅ
Ｂ
カ
メ
ラ
を
購
入

今
は
快
適
に
受
講
で
き
る
よ
う

 

の

実
際
の

教
室
と
同

初
級
で
は
先
生
と
１
対

１
の

で
は

他
の
受
講
者
の
様
子
も

見
な
が
ら
順
番
に
ご
指
導
い
た
だ
く
形
に

中
級
の
実
教
室
に
参
加
し

十
分
に
臨
場

感

恥
ず
か
し
さ
も
あ
り
ま

同
時
に
一
緒
に
教
え
を
受
け
ら
れ

る
楽
し
さ
も
感

 

に
感

オ
ン
ラ
イ

ン
の
不
便
さ
も
少

話
者
と

マ
イ
ク
と
の
距
離
感

マ
イ
ク

が
音
を
拾
わ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
よ
う

入
力
音
量
が
小

聴
く
側

で
は
全
く
音
が
途
切
れ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す

こ

マ

イ
ク
を
口
元
に
近
づ
け

る
こ
と
な
ど
で
解
消
可

能
か
と
思

大
教
室
で
の
昼
礼
時
な

マ
イ
ク
を
通

し
て
の
音
声
は
比
較
的

良
く
聞
こ
え
て
い
ま
す

途
切
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

総
じ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
講

習
で
大
き
な
問
題

快
適
に
受
講

す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す

 

    

新
美
名
誉
会
長
が
令
和
３
年
11
月
23

日
逝
去

新
美
典
子
さ
ん
は

に
よ
り
す
ば
ら
し
い
食
道
発

声
を
獲
得

訓
練
士
と
し
て
多
く
の

喉
摘
者
に
第
２
の
声
の
獲
得
に
導
か
れ
ま

女
性
の
み
な
ら
ず
男
性
か
ら
も
多

く
の
尊
敬
を
集
め
ま

会
長
退
任
後

も
名
誉
会
長

随
時
ご
指
導
を
い

 

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈

 

の
主
な
経
歴

 

平
成
元 

年
12
月 

銀
鈴
会
入
会 

平
成
4
年
6
月 

銀
鈴
会
発
声
指
導
員 

平
成
17
年
6
月 

銀
鈴
会
常
務
理
事 

平
成
22
年
6
月 

銀
鈴
会
会
長 

平
成
27
年
5
月 

銀
鈴
会
名
誉
会
長 

の
賞
歴

 

平
成
４
年
10
月

日
本
食
道 

発
声

 

優
勝 

平
成
14
年
10
月
東
京
都
社
会
福
祉 

協
議
会 

会
長
賞 

平
成
21
年
12
月
障
害
者
福
祉
関
係 

 

オ
ン
ラ
イ
ン
発
声
訓
練
を
受
け
て 

 
 
 
 
 
 
 
 

大
田 

泰
史 

 全国喉摘者発声大会の案内 
日にち：2022 年 11 月 19 日 
場所：東医健保会館 

新
美
名
誉
会
長
を
偲
ん
で 

追
悼
記
事 
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平
成
24
年
12
月
障
害
者
自
立
更
生 

等
厚
生
労
働
大
臣
表
彰 

◆
追
悼
記
事 

§
銀
鈴
会
元
理
事
栃
木 

芙
美
子
氏
§ 

長
い
間
銀
鈴
会
及
び
日
喉
連
の
会
長

と
し
て
全
国
の
喉
摘
者
の
方
々
の
た
め
に

そ
の
指
導
力
を
発
揮
さ
れ
た
こ
と
は
ご
存

知
の
方
も
多
い
と
思

約
２０
数
年

の
間
私
は
仕
事
面
で
色
々
な
こ
と
を
教
わ

反
対
に
注
意
さ
れ
る
こ
と
も

度
々

個
人
的
に
は
大
変
人
情

味
の
あ
る
先
輩
で
折
に
触
れ
て
言
葉
や
手

紙
で
人
生
の
あ
れ
こ
れ
を
教
え
て
頂
き
ま

昨
年
の
７
月
末
に
も
手
紙
を
頂

体
調
が
悪
い
の
で
８
月
に
慶
応
大
学
病
院

に
入
院

手
紙
の
中

振
り
返
る
と
私
自
身
声
を
失

微
力
な
が
ら
色
々
体
験
し
て
き
た
の
で
人

生
に
思
い
残
す
こ
と
は
な
い
と
思
え
る
こ

と
は
幸

文
末

何

延
命
治
療
等

日
頃
か

ら
健
康
診
断

病
気

に
な
ら
な
い
よ
う
に
過
ご
し
て
下

と
暖
か
い
言
葉

名
誉
会

長
は
こ
の
４
か
月
後
に
旅
立
た
れ
た
の
で

本
当
に
こ
れ
が
最
期
の
手
紙
に
な
り
ま
し

私
に
人
生
の
終
い
方
ま
で
教
え
て
下

気

有
難
う
ご

 

私
は
2
0
1
4
年
に
上
級
ク
ラ
ス
を

卒
業

後
も
引
き
続
き
サ

に
勤
務

現
在

は
が
ん
に
関
す
る
N
P
O
の
運
営
に
も

携

 
N
P
O
法
人
日
本
が
ん通

称
が
ん
サ
バ

21
年
春
に
活
動
を
開
始
し

影
響
を
受
け
る
す
べ
て

の
人

生
き
る
喜
び
を
実

感

自
ら
の
力
を
蓄
え
ら
れ
る
よ
う
な

交
流
の
場
を
つ
く
る
こ
と
を

楽

学

発
信

を
3
本
柱
に
活
動
を
行

代

表
理
事
は
国
立
が
ん
研
究

で
長

が
ん

後
の
生
き
方
や
働
き
方

の
研
究
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
高
橋
都
先
生

高
橋
先
生
と
の
ご
縁

先

生
が
定
年
退
職
後
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た

N
P
O

私
は
副
代
表
理
事

と
し
て
イ
ベ
ン
ト
や
公
式
サ
イ
ト
内
の
本

や
旅
関
連
の
企
画
立
案
等
を
行

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
当
面
は
オ
ン
ラ
イ

ン
中
心
の
活
動

コ

ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た
際

会
員
や
一
般

参
加
者
と
リ
ア
ル
に
交
流
で
き
る
よ
う
な

各
地
で
の
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
で
き
れ
ば
と

考

活
動
内
容
に
ご
興
味
が

あ
る
方

の
公
式
サ

イ
ト
を
ぜ
ひ
ご
覧

入
会
は
ど

な
た
で
も
可
能

 

※
公
式

https://jcsurvivorship.net/  

で
検
索

 

令
和
４
年
度
に
公
益
財
団
法
人
正
力
厚

生
会
が
ん
患
者
団
体
助
成
事
業
の
決
定
通

知
が
あ
り
ま
し
た

 

こ
の
助
成
金

E
L

発
声
教
室
で
の
訓
練
方

法
の
動
画
D
V
D
を
作
成
しYouTube

で
の

び
希
望
す
る
喉
摘
者
に
領

布

失
声
者
に
音
声
獲
得
の

機
会
を
与
え
社
会
復
帰
を
支
援
い
た
し
ま

 

                            

 
 

N
P
O
が
ん

の
紹
介 

 
 
 
 
 
 
 
 

村
本 

高
史 
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♡賛助会ご加入とご寄付のお願い♡ 

身近な方々の 

ご理解とご協力をお願いいたします。 

＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆ 

年会費 

・法人賛助会員 1 口 5,000 円 6 口以上 
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QR コード 

銀
鈴
会
出
版
部
か
ら
の
お
願
い 

短
歌
、
俳
句
、
川
柳
の
作
品

を
募
集
い
た
し
ま
す
。
「
銀

鈴
」
69
号
掲
載
予
定
、
各
種

１
作
品
（
計
３
作
品
ま
で
）、

６
月
初
旬
締
切
、
右
記
事
務

局
ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
。 

 

で
社
会
貢
献
を 

62
年
入
会
の
会
員
の
奥
様
が
亡

く

銀
鈴
会
に
遺
贈
を
と
の
遺
言
を

実
施
さ
れ
寄
付

 

左；新美名誉会長 
右；栃木さん 
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伊藤譲治、伊藤仁、犬山正人、井上裕子、入谷文雄、岩崎堅司、岩崎伸、岩崎孝義、稲葉保喜、岩見好雄、上

田繁、上榁政隆、内田正利、宇佐美昭夫、江口仁、榎本節子、榎本まさ子、榎本眞理、江原澄、江原里美、江

原節子、王美林、大井卓雄、太田可奈恵、太田時夫、大田政彦、太田泰美、大貫貞子、大貫美智子、大橋敏男、

大場知恵子、大浜保道、荻原勇夫、岡島正恒、岡田悠紀子、岡戸冨美子、岡澤秀郎、小川文啓、奥島茂、奥澤

長子、奥嶋莊一郎、奥原修、小澤哲、尾野有代、小櫃洋一、笠貫正光、笠貫達也、片山浩晶、片山雅美、加藤

滋紀、加藤芙美子、金子豊巳、金崎勝男、鎌形光仁、茅史郎、川井栄助、川谷内俊哉、川鍋千枝子、岸健作、

キタノカズキ、城所忠男、喜内敏夫、清田次郎、木村建、沓澤昭雄、沓掛昭雄、工藤剛武、久保田博久、久保

力男、久保木昭次、久保田親尊、熊川喜代司、栗原弘、小暮英明、小島啓三、小谷昌司、後藤清、小中マス子、

小濱利重、権平清、今野真機子、齊藤隆、斉藤博、斉藤弘道、齋藤隆治、斉藤久江、齋藤康夫、酒井弘子、坂

上典子、相樂多惠子、佐久間博、櫻井卓巳、櫻井正身、佐々木昭夫、佐藤勇、佐藤和雄、佐藤圭吾、佐藤賢治、

佐藤隆史、佐藤英光、佐藤直衛、佐藤泰雄、佐野雅次、佐野幸孝、澤田祐爾、山後弘子、山後祐介、鹿内健悦、

重松康男、宍倉信子、宍倉康雄、指導員親睦会、篠清市、篠奈津子、篠原淑浩、篠美登里、篠田乃武子、柴田

清、芝満雄、島田厚子、島田初夫、島田真由美、清水泉、清水和夫、清水勢津夫、清水好廣、清水保良、七五

三和夫、下里岩二、正願地孝子、白井芳郎、杉山喬、鈴木綾子、鈴木邦忠、鈴木時子、鈴木文雄、鈴木正子、

鈴木光子、鈴木敏彦、鈴木義文、砂長治、声友クラブ GA 生、相馬麻衣子、醍醐輝世、高野紘造、髙橋孝壽、

髙橋剛、髙橋敏夫、高橋もと子、高橋保夫、髙原明美、滝沢勇、武内進、竹内康子、武田達幸、武田祐爾、建

部祐子、玉木孝昇、田本士郎、津川貴美子、坪井文雄、つんく♂、丁睿朗、寺尾徹、寺澤永祥、栃木謙治、永

井一男、永井芳子、中岡利子、中駄義光、永田洋、中台庄次、中西正夫、中村隆行、中村忠孝、中村マリ子、

中村宗夫、中山義信、新美典子、西野宏、西村恵三郎、新田清剛、萩原勇夫、蓮見実、長谷川サイ、長谷川正

一、長谷川良克、畑睦雄、服部カツヨ、馬場茂、浜野耕平、濱野実、林繁、林宏一、半田建二、半野田重俊、

東幸子、引間善二、檜森聖三、平澤玉吉、平林育宏、廣田冬樹、廣田美千留、福山幸伸、藤田清、藤原桂子、

舩越建治、古部貞雄、寳崎和人、星芳文、堀満、堀池泰之、堀江知江子、本田学、前田和夫、前田知子、牧野

清、正木壽子、益子満子、増田惣一、増田正毅、桝谷均、松枝清二、松清平、松嶋宏、松田行雄、松田幸雄、

松本淳一、松本博、松山光志、松山雅則、松山雅哉、眞辺致一、水島雅晴、三浦和子、三上洋二、三田村一雄、

宮川久雄、宮原厚夫、宮本啓三、宮本貢、村上憲聖、村田恵子、村松繁雄、村本高史、森本孟子、諸橋茂、八

木健、八木又一郎、矢代三江、矢島藤人、安野智、谷田部元吉、簗昭子、屋中一夫、山岡弘尚、山岡弘幸、山

岡義雄、山岸正央、山口明、山口平男、山崎岩男、山崎浩子、山田捷二、山田三津恵、山田善宣、山寺勉、山

藤誠、山村利司、山本勇、山本一雄、山本和紀、横井俊三、與座英夫、吉田久乃、吉野充聡、吉原東洋輝、脇

坂佳二、脇田誠照、和田敦子、和田栄子、和田重章、和田義文、渡辺恵一、渡邊幸一、渡辺俊一、渡邉鐡雄、

渡邉みゆき、渡邊正雄、渡邊操、上級クラス一同、Ｆ.Ｈ、Ｆ.Ｋ、Ｈ.Ｍ、Ｋ.Ａ、Ｎ.Ｍ、Ｎ.Ｔ、Ｏ.Ｙ、Ｓ.

Ｍ、Ｔ.Ｋ、Ｙ.Ｎ、Ｙ.Ｙ、Ｙ.Ｓ 

アスロード物流株式会社、株式会社アトスメディカルジャパン、株式会社オカムラ、三協立山株式会社、株式

会社スーパーポテト、住石ホールディングス株式会社、泉工医科貿易株式会社、綜研化学株式会社、第一医科

株式会社、株式会社第一興商、大新土木株式会社、株式会社大和証券グループ本社、大和ハウス工業株式会社、

株式会社電制コムテック、東京ガレーヂ株式会社、南武建設株式会社、有限会社野沢正光建築工房、橋本総業

株式会社、原田産業株式会社、三井住友カード株式会社、株式会社三井住友銀行、株式会社明電舎、株式会社

名優、山崎製パン株式会社、株式会社レーサム、株式会社ロッテ、和以美株式会社、ＳＭＢＣ日興証券株式会

社、ＴＯＴＯ株式会社、ＹＫＫＡＰ株式会社                             

ご支援ありがとうございました 
ご寄付及び賛助会費を頂戴いたしました皆様 令和４年 3 月末日現在（五十音順 敬称略） 


